
ＲＹＬＡについて

国際ロータリー第２７４０地区
２０２３－２０２４年度ＲＹＬＡ委員会

委員長 太田 陽子



ＲＹＬＡ（ライラ）とは？

Rotary
Youth
Leadership
Awards



ロータリー青少年指導者養成プログラム

リーダーシップを発揮したい

自分の可能性を広げたい

世界を変えたい

対象年齢は14歳～30歳



ＲＹＬＡ（ライラ）の歴史

世 界
１９５９年オーストラリアで
開催されたのが発祥

日 本

１９７６年第366地区
（大阪・和歌山）で初めて開催



ＲＹＬＡ事業 二つの方式

兵庫方式

3泊4日型
2泊3日型

持ち回り方式

単年度で持ち回り
クラブが開催する。

１泊２日型



兵庫方式（3泊4日型）の問題点

受講者集めの困難
セミナー準備
開催場所の選定
運営の人的困難
経済的困難



持ち回り方式の問題点

受講者集めの困難
受講者の成果が明確でない
モチベーションが継続しない
一般参加者がいない
ロータリーファミリーとの交流
がない



◆地区委員会主導方式◆

①受講者の成果が明確でない
②モチベーションが継続しない
③ロータリーファミリーとの交流がない

↓
昨年のＲＹＬＡ事業受講生、特に
ローターアクトに、本年度事業への
参加アプローチ



◆地区委員会主導方式◆

④受講者集めの困難
⑤一般参加者がいない

↓
ローターアクトでない一般大学生・
社会人への参加アプローチ



意見交換会

第1回(1/21) 第2回(4/21)



２０２３～２０２４年度
ＲＹＬＡ事業
テーマ「シン・ＲＹＬＡ～新時代はこの未来だ！～」

２０２４年６月８日（土）・９日（日）諫早青少年自然の家



◆当日のプログラム◆

・セミナー①創成館高等学校 校長 奥田修史様
テーマ「好転は自分の覚悟で決まる」
・セミナー②相浦 封哉様（多久ＲＣ）
テーマ「リーダーとして感謝の念を持つ」
・セミナー③有限会社セイコー代表取締 土岐 達也様
テーマ「リーダーとして求められる人間性と判断力」



夕食（バーベキュー）
～花火



シン・ライラ
ロゴマーク！
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